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および反省的形態は，国家の政治的領域におい
てそれぞれの独自の力として代表されなければ
ならない。このことが，二院制のシステムの意
義である。三つの国権の各々はそれ自身で全体
をなすが，しかし各々がまた全体の分肢であ
り，他の領域の契機を自分の中に含んでいる。
したがって，ハイデルベルク期の構想によれ
ば，君主権そのものが憲法体制の一契機であっ
て，これを超えては存在しない。「憲法と法律
が君主権の基礎をなす。それに従って君主は統
治しなければならない」（WA, 200）。君主の世
襲はヘーゲルにとってすでにイェーナ期に，き
わめて重大な紛争においても憲法体制の諸力の
統一を保証するという君主原理の機能によって
正当化されていた。統治権は特殊なものに向け
られるものであり，特殊なものの幸福と扶養の
ためにそれは配慮しなければならない。しかし
また特殊的な関心は，統治権によって普遍的な
ものへと連れ戻されるのである。
　ヘーゲルが憲法体制学説を彼の学説の要石と
したことは，法哲学の練り上げにとって決定的
な一歩であったにちがいない。その際，ヘーゲ
ルは家族と市民社会に対する国家の固有性を主
張する。―それは，保守的な憲法体制構想お
よび自由主義的な憲法体制構想に対立するもの
である。しかし，「家族」と「市民社会」は，
方法論的な再構成において国家に先行すること
に限られているわけではない。ヘーゲルはこれ
らの姿において国家の構成的諸原理（実体的人
倫と反省的人倫）を際だたせることによって，
それらの全体に対する意義を具体的に示した。
それらは，国家の歴史的生成における場合のよ
うに，国家の諸制度の中への取り込み不可能
な，単なる無自覚的な根元ではもはやなく，立
法権への制度的帰属によって，これらの人倫的
領域は自覚的な公共的承認を経験するのであ
る。
　国家の国内憲法体制にとって決定的なこと
は，個人の自由への要求がいかにして法治国家
の単なる形式的な統一を超えた人倫的全体と合
一されるのか，という問いに答えようとするヘ
ーゲルの探求である。諸身分が市民社会におけ
る欲求の多様性から出発することによって，そ
の「人倫」がようやく反省を超えて，共通なも
のの認識の中で自らをうち立てるのである。競
合し合う諸関心が，相互に絡み合ったものとし
て自らを示し，この領域の形式的な普遍性を明
確にする。司法体制と内務行政は，市民社会そ
のものによって生み出された，内的な諸制度で
あり，その中でこれらの諸制度を基礎づける普
遍性が通用するようになる。すなわち，国家の
政治的憲法体制は，それが司法のために法律を
定めることによって，これらの機構を包括する
のである。係争において，立法権は憲法体制の
他の諸権力とともに統治手段として，生じた紛
争の克服のために登場する。紛争が個々人の特
別な関心にかかわるのか，それとも極端な場合
に全体が危機に瀕するかは，各々の場合に決ま
ることである。紛争の大きさと種類が，立法権
が要請されるのか，統治権が要請されるのか，
それとも君主の決定的な言葉が要請されるのか
を決定する。諸権力のこのような協働が最終的
に国家の統一をうち立て，保証しなければなら
ない。緊急事態においては，このような統一は
自然的頂点によって保証されなければならな
い。この自然的頂点は，普遍的なものの遂行に
とっては重要ではなく，あるいはヘーゲルがイ
ェーナ期に書いたことによれば，全体のために
は無意味であるが，しかし緊急事態において国
家の統一を保証するために必要とされる個人な
のである。
　ヘーゲルの憲法体制モデルは国家の統一を，
形成された諸権力の協働においてつねに新たに
実現しなければならない事業として構想した。
各々の制度の権限は，ヘーゲルにとって本質的
に一定の紛争を解決する能力によって限界づけ
られている。権力分立についてのこのような機
能的な構想は，ヘーゲルの実践哲学のプログラ
ムの継続であり，その個々の規定（抽象法，道
徳性，家族，市民社会）は，最終的に限定され
た紛争解決能力によって新しい諸制度へと，と
りわけ実行能力のある諸制度の探求へとさらに
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推し進められるのである。権力分立についての
ヘーゲルの構想の枠組みの中では，諸権力は紛
争克服の手段として把握しうる。ヘーゲルは人
倫の最初の二つの領域を，国家の根元と把握
し，それが国家の国内憲法体制を制度的に代表
するとすることによって，彼は「人倫」を統一
に基づく生成として明示したのである。その
際，事実上，なによりも国家の政治的構造は，
「家族」と「市民社会」という自立的な姿を
―その発展した形態では自由の実現として，
法的形態として―解放する。それらは自立的
な姿として全体にから解放される。このような
変容した形態において，この後期の憲法体制構
想は，『人倫の体系』以来の次の要求を果たす
のである。すなわち，政治的憲法体制は―純
粋に形式的であるべきではなく―社会の秩序
構造を前提としてもたなければならないという
要求である。
 （2007年７月９日受付）
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